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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
社

会
全
体
に
暗
い
影
を
落
と
し
始
め
て
か

ら
約
２
年
、
そ
し
て
、
私
が
４
期
目
の

市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
早

く
も
１
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
新
た
な

感
染
症
と
戦
う
中
で
「
こ
の
寒
河
江
を

何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
強
い
思
い
を
胸
に
、
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
つ
つ
、
全
て
の
市
民
の
安
全
・

安
心
を
願
い
、
日
々
、
悩
み
葛
藤
し
続

け
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
が
、
し
か

し
明
け
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冬
来

た
り
な
ば
春
遠
か
ら
じ
で
あ
り
ま
す
。

何
と
し
て
も
、
力
を
合
わ
せ
て
明
る
い

希
望
に
あ
ふ
れ
る
寒
河
江
の
未
来
を
皆

　
感
染
症
を
し
っ
か
り
と
抑
え
込
み
、

影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
商
工
業
を

は
じ
め
と
す
る
産
業
の
底
上
げ
を
図
る

べ
く
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
策
を
講
じ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
自
宅
療
養
者
へ
の
生
活

支
援
や
市
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施
な

ど
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
強
化
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
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明
る
く
元
気
な
新
し
い
寒
河
江
を

　
次
世
代
を
担
う「
さ
が
え
っ
こ
」へ

さ
ま
と
共
に
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
、

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
４
年
度
は
、
新
第
６
次

寒
河
江
市
振
興
計
画
の
２
年
目
に
入
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
見
極
め
つ
つ
、
新
た
な
未
来
を
展
望

し
、
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
極
め
て

重
要
な
年
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
対
策
を
一
層
強
化
す

る
と
と
も
に
、
人
口
減
少
対
策
な
ど
寒

河
江
市
が
抱
え
る
当
面
の
課
題
に
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
く
、
基
本
方
針
と
し

て
３
つ
の
柱
を
立
て
て
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
克
服
し

活
力
み
な
ぎ
る
ま
ち
へ

① 令
和
４
年
度
市
政
運
営
の
基
本
方
針行

や
各
種
補
助
事
業
の
新
設
な
ど
に
よ

る
中
小
企
業
の
支
援
強
化
、
観
光
振
興

計
画
の
策
定
や
観
光
二
次
交
通
支
援
の

拡
充
、
市
内
周
遊
観
光
ガ
イ
ド
ア
プ
リ

運
用
な
ど
に
よ
る
新
た
な
形
の
観
光
振

興
を
展
開
し
、
感
染
症
の
影
響
を
払
拭

(

ふ
っ
し
ょ
く)

す
る
た
め
の
施
策
を
推

進
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
人
口
減
少
対
策
を
集
中

的
に
進
め
る
べ
く
戦
略
を
掲
げ
て
各
種

事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
社
会
動
態
は
平
成
27
年
が
年

間
マ
イ
ナ
ス
１
２
７
人
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
、
令
和
３
年
は
マ
イ
ナ
ス
３
人
と
な

り
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
ま
す
が
、
自
然
動
態
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
ま

す
と
、
今
後
は
社
会
動
態
改
善
の
流
れ

を
維
持
し
つ
つ
、
自
然
動
態
の
改
善
に

向
け
、
一
層
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ

と
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
新
に
し
ね
保
育
所
や
第

６
・
第
７
わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ
の
整
備
、

市
立
保
育
所
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
な
ど
に
よ
る
子
育
て
支
援
の
充
実
、

小
学
校
の
ト
イ
レ
大
規
模
改
修
や
特
別

教
室
空
調
設
備
の
整
備
な
ど
学
習
・
教

育
環
境
の
充
実
、
さ
が
え
未
来
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
の
設
置
や
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス

キ
ル
テ
ス
ト
（
基
礎
的
な
読
解
力
の
測

定
・
診
断
試
験
）
の
導
入
な
ど
に
よ
る

未
来
志
向
の
ひ
と
づ
く
り
の
推
進
、
婚

活
事
業
拡
充
に
よ
る
少
子
化
対
策
の
強

化
、
新
た
な
人
材
の
活
用
な
ど
に
よ
る

移
住
定
住
の
推
進
、
消
防
団
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
な
ど
に
よ
る
防
災
対
策
の
強
化

を
は
じ
め
、
認
知
症
の
啓
発
活
動
強
化

な
ど
に
よ
る
介
護
制
度
の
充
実
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
向
け
補
助
制
度
の
拡
充

な
ど
に
よ
る
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く

り
支
援
の
充
実
な
ど
、
重
層
的
な
人
口

減
少
対
策
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

人
口
減
少
を
打
開
し

　
未
来
志
向
の
ま
ち
へ

②

　令和４年第１回市議会定例会が、３月２日から23日まで開催
され、佐藤市長が令和４年度の市政運営の基本方針や施策の大
要を述べました。

子どもたちに明るく元気な新しい寒河江を
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歳入

歳出

　
将
来
に
わ
た
っ
て
元
気
な
寒
河
江
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
先
を
見
据
え

た
大
胆
な
ハ
ー
ド
整
備
や
、
国
連
で
採

択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
一
層

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
環
境
基
本
計
画
お
よ
び

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
見
直
し

な
ど
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の

推
進
、
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

や
証
明
書
発
行
の
ス
マ
ー
ト
化
な
ど
に

よ
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
、
チ
ェ
リ
ー
ラ
ン
ド
再

整
備
の
加
速
化
や
新
市
民
浴
場
建
設
な

ど
に
よ
る
未
来
志
向
の
ハ
ー
ド
整
備
、

道
路
舗
装
・
側
溝
・
用
悪
水
路
整
備
の

充
実
な
ど
生
活
関
連
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
、

将
来
を
見
据
え
て

元
気
を
創
造
す
る
ま
ち
へ

③

気
象
災
害
対
策
や
ス
マ
ー
ト
農
業
支
援

な
ど
農
産
物
生
産
販
売
力
の
強
化
、
地

域
農
業
の
担
い
手
確
保
対
策
の
強
化
、

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
な
ど
に

よ
る
森
林
環
境
保
全
の
推
進
、
老
朽
空

き
家
解
体
事
業
の
拡
充
や
各
種
住
宅
関

連
補
助
に
よ
る
住
宅
環
境
整
備
の
充
実

な
ど
、
新
し
い
寒
河
江
を
創
造
す
る
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
日
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
な
ど
変
異
株

の
出
現
と
そ
の
影
響
に
よ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
依
然
と
し
て

世
界
中
を
翻
弄
（
ほ
ん
ろ
う
）
し
、
日

本
も
本
県
も
、
そ
し
て
寒
河
江
市
民
の

皆
さ
ま
も
い
ま
だ
大
変
な
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
特
性
に
関
す
る
研
究
が
進

み
、
抗
原
検
査
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
に
よ

り
発
見
が
容
易
に
な
り
、
ま
た
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
進
み
、
そ
し
て
抗
ウ
イ
ル
ス

薬
が
開
発
・
承
認
さ
れ
る
な
ど
、
不
透

明
な
中
に
も
明
る
さ
が
見
え
始
め
、
世

界
は
着
実
に
前
に
向
か
っ
て
い
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
局
面
を
乗
り

越
え
て
い
く
に
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く
の

時
間
と
困
難
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
我
々
は
、
未
来
を
見
据
え

て
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
コ
ロ
ナ
と
の
共

存
と
い
う
中
で
、
冷
静
に
対
処
し
、
前

を
向
い
て
着
実
に
歩
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
道
の

り
は
、
必
ず
し
も
平
た
ん
で
は
な
く
、

も
ち
ろ
ん
行
政
の
み
で
乗
り
越
え
ら
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
英

知
を
結
集
し
、
互
い
に
協
力
し
合
っ
て

こ
そ
成
し
得
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
お
一
人
お
一
人
が
、
勇
気

と
希
望
を
持
っ
て
協
力
し
行
動
す
れ
ば
、

必
ず
や
こ
の
難
局
を
克
服
で
き
る
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。
明
る
く
元
気
な
新

し
い
寒
河
江
を
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
残
す
べ
く
、
力
の
限
り
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
丸
と

な
っ
て
行
動
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

市
政
発
展
に
向
け
て
誠
心
誠
意
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

着
実
な
歩
み
を

チェリーランドアクティビティエリア完成予定イメージ新市民浴場完成予定イメージ

デジタルトランスフォーメーション
　行政事務における、データ連携や
活用をスムーズに行うことができる
ようシステムを整備するとともに、
進化したデジタル技術を取り入れ浸
透させることで日常生活をより良い
ものへ変革させていくこと。
スマート農業
　ロボット技術やＩＣＴ（情報通信
技術)等の先端技術を活用し、労働
力の省力化や高品質生産等を可能に
する新しい農業。

用語解説

ロボット草刈り機

　新型コロナウイルスに関する対策を一層強化するとともに、人口減少対策など寒河江市が抱える当面の課題に
重点的に取り組むため、一般会計予算は前年度から1.6パーセント増加し、231億円となりました。

一般会計当初予算
２３１億円（対前年比1.6％増）

その他　　　　　2億4557万円（　1.0％）

農林水産業費　　5億6647万円（　2.4％）

消防費　　　　　6億5196万円（　2.8％）

商工費　　　　15億2559万円（　6.6％）

公債費　　　　15億7411万円（　6.8％）

教育費　　　　18億8536万円（　8.1％）

衛生費　　　　22億5858万円（　9.8％）

土木費　　　　22億7523万円（10.0％）

県支出金　　　15億7440万円（　6.8％）

市債　　　　　17億2890万円（　7.5％）

国庫支出金　　28億9516万円（12.5％）

地方交付税・地方特例交付金
　　　　　　　44億7957万円（19.4％）

その他　　　　12億1285万円（　5.3％）

※ここでは、表示単位未満を四捨五入していますので、詳細は市ホームページをご覧ください。

市税
51億　756万円（22.1％）

寄附金
18億円（　7.8％）

諸収入・その他
43億　156万円（18.6％）

民生費
66億9714万円（29.0％）

総務費
54億1999万円（23.5％）

自主財源
　　　（48.5％）

依存財源
　　　（51.5％）

42022.4.5　市報さがえ5 2022.4.5　市報さがえ

特集令和４年度　市政運営



※ここでは、表示単位未満を四捨五入していますので、詳細は市ホームページをご覧ください。

＝ 新型コロナウイルスを克服し活力みなぎるまちへ ＝
●感染症対策事業（拡充） １億4280万円
　独自のＰＣＲ検査を実施するとともに、新型コロナウイルスに罹患（りかん)した自宅療養者へ食料品等を支
援します。
●地域経済緊急対策事業（継続）� 9500万円
　新型コロナウイルスの影響により低迷している市内消費を喚起し、地域経済の循環を図るため、プレミアム付
き電子商品券などを発行します。
●技術振興販路拡大推進事業（新規） � 2155万円
　新型コロナウイルスの影響を受けた経済社会の変化に対応するために、新たな事業を展開する市内中小企業を
支援します。また、市内に伝わる工芸品の優れた伝統技術や技法を後世に残していくため、市内伝統工芸品製造
者が行う継承活動や情報発信を支援します。
●まち・ひと・しごと創生事業（新規）� 2202万円
　コロナ禍での経営課題を克服するために新しい分野や技術に挑戦する人材を育成することを目的にした、市内
企業が行う人材育成に係る経費を支援します。
●観光情報発信事業（拡充）� 989万円
　二次交通の利便性を向上させるため、寒河江駅および羽前高松駅から指定の観光地まで、500円で乗車できるタ
クシーを運行します。
●慈恩寺観光振興事業（拡充）� 4863万円
　市内周遊観光ガイドアプリ「ぐるぐるさがえ」の運用を開始します。観光客の満足度向上を図るため、ＮＨＫ
大河ドラマ「鎌倉殿の13人」に関連するＡＲ（拡張現実)体験スポットの設置等を行います。

＝ 人口減少を打開し未来志向のまちへ ＝
●保育所等整備事業（新規）� 6756万円
　令和６年度から民間立保育所へ移管する「にしね保育所」の施設整備を支援します。
●放課後児童対策事業（拡充）� ３億3156万円
　寒河江中部小学校区に新たな学童クラブ「第６・第７わんぱくクラブ」を整備します。
●保育所運営事業（拡充）� ３億8609万円
　保護者の利便性向上のため、連絡用アプリを導入します。
●母子保健指導事業（新規）� 1492万円
　コロナ禍で外出が困難でも子育てに関する悩みが相談できるように、母子手帳アプリを使った「さがえっこす
くすくアプリ」を利用してオンライン相談を開始します。
●さがえっこスマイル応援事業（継続）� 6900万円
　｢さがえっこ」の健やかな成長を支援するため、新生児誕生時と高校等入学時に10万円を給付します。
●コミュニティ・スクール推進事業（新規）� 2207万円
　学校・地域・企業等が連携し、子どもたちが主体的で協働的かつ探究的な学びを深め、郷土愛を育むこと等を
目的とした共同事業体「さがえ未来コンソーシアム」を発足します。
●学力向上推進事業（新規）� １億　　99万円
　子どもたちの読解力の現状と課題を把握し授業改善を図るため、基礎的な読解力を測り診断する「リーディン
グスキルテスト」を中学１年生を対象に実施します。
●移住定住推進事業（新規）� 1887万円
　移住に関する情報発信・相談対応やオンライン移住セミナーの実施に当たる移住コーディネーターとして、地
域おこし推進員を配置します。
●地域づくり推進事業（新規）� 2771万円
　住民が主体となって取り組む地域づくり事業に対して補助するほか、学びの里ＴＡＳＳＨＯの給水管更生工事
を行います。

＝ 将来を見据え元気を創造するまちへ ＝
●環境衛生事業（新規・拡充）� 2015万円
　2050年までに二酸化炭素の排出量を実質ゼロにすることを目指す「寒河江市ゼロカーボンシティ宣言」に合わ
せ、市環境基本計画および市地球温暖化対策実行計画の見直しを行います。また、再生可能エネルギーの普及を
促進するため、太陽光発電・蓄電池・木質バイオマス燃焼機器等の設備のほか、電気自動車に充電された電力を
家庭等に供給できるＶ２Ｈ設備の設置も補助対象とします。
●住民情報電算処理事業（新規）� 8262万円
　行政手続きの簡素化のため、マイナンバーカードを利用した各種行政手続きのオンライン化を推進します。
●戸籍住民基本台帳事務事業（新規）� 1535万円
　インターネットで各種証明書発行の手続きや手数料決済までを行い、郵送で受け取れるシステムを導入します。
●情報化推進事業（新規）� 4231万円
　保育現場のデジタル化を推進するため、Ｗｉ-Ｆｉ環境の整備や情報端末を導入します。また、キャッシュレス
決済アプリ「チェリンＰａｙ（ペイ)」を継続して運用します。
●チェリーランド再整備事業（継続）� ３億9999万円
　チェリーランド再整備計画に基づき、屋内型児童遊戯施設の建設工事等を行います。　　
●新市民浴場整備事業（継続）� ８億　385万円
　新市民浴場開設に向け、新市民浴場建設工事と温泉送湯施設の整備を行います。
●農用地整備事業（新規）� 8028万円
　慈恩寺農免農道等の農道・水路の改修を行い、道路を拡幅します。
●水田農業経営確立対策事業（新規）� 1206万円
　将来的な農業経営コストの削減と地域内循環型農業の推進を図り、稲作農家の経営安定化を目指すため、土壌
改良の際に散布する化学肥料に加えて土づくりに効果が高い堆肥の散布を行います。
●果樹園芸作物等生産振興対策事業（拡充・継続）� 2498万円
　サクランボ栽培に係る作業の負担軽減と安全確保のため、高所作業機、選果機、電動剪定（せんてい)はさみ
のほか、オートモア（ロボット草刈り機)導入も補助対象とします。また、農家の収益力向上のため、霜害対策
としての井戸掘削工事費用を補助します。　
●新規就農者等育成推進事業（新規）� 5335万円
　地域農業を支援し、将来的に本市農業の担い手となる人材を目指す地域おこし推進員を配置します。
●森林環境保全対策事業（新規）� 1563万円
　林業の成長産業化の実現と森林資源の適正な管理の両立を目指す森林経営管理制度を円滑に進めるため、慈恩
寺地区を対象として航空レーザー測量を実施します。
●地域住宅総合交付金事業（拡充）� 1322万円
　空き家を減らすため、利用困難な危険空き家の解体除去に対する費用の上限額を引き上げます。

令和４年度の主な新規・拡充事業地域ぐるみの教育｢ぐるぐるさがえ」を使用してのＡＲ体験

※画像はイメージです。
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・
佐
藤
花
音

　軽部賢教育長が３月31
日をもって退任したこと
に伴い、４月１日付で佐
藤志津男氏（前しばはし
保育所長、元陵南中学校
長)が教育長に就任しま
した。

佐藤志津男氏が
教育長に就任

４月から市組織の一部が変わりました
【 改 正 前 】 【 改 正 後 】

　市立学校のあり方についての答申を受け策定した市学校施設整備計画に基づき、小・中学校
の再編整備を計画的に進めるため、学校再編整備室を設置する。

学校教育課

指導推進室
学事係
指導係

教育総務係 学校教育課

指導推進室
学校再編整備室

学事係
指導係

学校再編整備係

教育総務係

　慈恩寺テラスが完成し、一定の成果を上げたことに伴い、教育委員会で総合的に慈恩寺振興
を担うため、生涯学習課に慈恩寺振興係を移管する。慈恩寺の観光分野については、さくらん
ぼ観光課で一体的に実施する。

慈恩寺振興課 慈恩寺振興係

生涯学習課

歴史文化係
生涯学習係 生涯学習課

歴史文化係
慈恩寺振興係

生涯学習係

※観光分野を移管さくらんぼ観光課
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市の人事異動（４月１日付）



SAGAE COLUMN
さがえコラム

さがえニュース

　総合健診センターにおいて、市が実施する健（検)
診を受診する際に、市内に在住する方を対象に託児
サービス事業を行っています。
　託児サービスを利用したい方は、利用予定日の２
週間前までに、総合健診センター窓口に直接または
電話での申し込みが必要です。健（検)診の種類と
期日、託児を希望するお子さんの氏名および生年月
日をお伝えください。生後６カ月以上で病気等によ
る体調の不安がないお子さんが対象で、定員は１回
の健（検)診ごとに２人です。当日は必要に応じて、
お子さんの飲み物やおむつなどを持参してください。
託児は、総合健診センター２階の部屋で、子どもの
安全に配慮しながら、ファミリー・サポート・セン
ターの会員が２人体制で対応します。
　託児サービスの利用は無料ですので、ぜひご利用
ください。
●問合せ／市子育て推進課子ども支援係☎85-0907へ。

子育て知っ得情報
その13 総合健診センター託児サービス

　フレイルとは、これまで老衰等と表現されてきた
状態をいいます。老衰というと、心身機能が加齢等
によって衰えてしまい改善できないような印象を与
えることから、フレイルという言葉が提起されまし
た。心身機能は、適切なリハビリテーションアプロ
ーチなど、さまざまな介入を早期にすることによっ
て改善させることができるとされ、フレイルになる
ことは予防できます。フレイルを予防するためには、
栄養・運動・社会参加を生活に取り入れることが大
事だとされ、歯医者ではお口を守ることで「栄養」
を守っています。口腔（くう)機能の衰えに起因す
るオーラルフレイルを予防・改善するため、歯医者
は歯だけでなく舌や粘膜などの口腔組織の機能維持
向上に向けた取り組みを頑張っています。フレイル
を予防し、元気に日常生活を送るために歯医者をご
活用ください。
●問合せ／市歯科医師会事務局☎86-0080へ。

＝歯医者でフレイル予防＝
　身体機能が減弱し、虚弱・老衰等の
状態を、最近はフレイルという言葉で
表現します。
　そう呼ばれるようになった経緯、
そして予防に必要なことは？

歯っ！とする歯のおはなし㊾

日本歯科医師会
ご当地キャラクター
「花笠よ坊さん」

健診があるから、娘をお
ばあちゃんの家に置いて
行かなきゃ。

事前に申し込めば健診セ
ンターで託児サービスを
してもらえるわよ。

寒河江で
活躍する

ＡＬＴを紹介

ＡＬＴ(外国語指導助手)通信

ヘイワード・タリク・マイルズ・ベイリー
（市内小・中学校で英語指導、アメリカ合衆国オレゴン州出身・27歳)
寒河江市のことが大好きで、ずっと住み続けたいです。

　皆さんこんにちは、ＡＬＴのタリクです。寒河江市に来て、早いものでもう
３年半がたちました。今回は、私が初めて日本に来たときのことを紹介します。
2012年、高校３年生の私は、高校の吹奏楽部の一員として、千葉県松戸市にあ
る小金高校を訪れ、１週間の交換プログラムで吹奏楽の合同練習とコンサート

に取り組みました。滞在中は、ホストファミリーの家に泊まり、
練習のほか、買い物やカラオケ、ボーリングにも行きました。
東京ディズニーランドに行ったのもいい思い出です。練習の成
果を発揮する合同コンサートでは、日本語を学んでいたことも
あって司会者を務めました。これらの体験から日本のことが大
好きになり、いつか日本に住みたいと思うようになりました。

　二酸化炭素（ＣＯ２)をはじめとする温室効果ガスの影響により気温が上昇し、気候変動などを引き起こす地球
温暖化。この課題解決に向け、日本を含む世界各国が二酸化炭素等の排出削減に取り組んでいます。
　本市でも、地球温暖化対策をさらに進め、この緑あふれ笑顔かがやく美しいまちを未来の「さがえっこ」へ引
き継いでいくため、2050年までに二酸化炭素の排出量が実質ゼロの脱炭素社会を目指す「寒河江市ゼロカーボン
シティ宣言」を３月23日に制定しました。

　
市
内
で
の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。
令
和
４
年
２
月
末

時
点
で
、
全
国
で
も
５
９
８
の
自
治
体

が
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
二
酸
化
炭
素
に
つ
い
て
、
排
出
量
と

森
林
等
に
よ
る
吸
収
量
が
同
じ
量
に
な

る
状
態
を
い
い
ま
す
。
こ
の
状
態
が
実

現
さ
れ
た
脱
炭
素
社
会
を
目
指
し
、
日

々
の
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
と
は

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

実
質
ゼ
ロ
と
は

省エネルギー活動を推進
　�家庭で排出する温室効果ガスの削減や事業所等で

の省エネルギー活動を啓発する講習会等を行います。
　�小・中学生への省エネルギー活動に関する環境教
育を充実させます。

再生可能エネルギーの普及拡大
　�家庭での太陽光発電や蓄電池などの再生可能エネ
ルギー設備導入を支援します。

　�公共施設の使用電力を100パーセント再生可能エネ
ルギーに切り替えます。

新たな目標を定め、温室効果ガスを削減
　�市環境基本計画および市地球温暖化対策実行計画
を新たな目標値で見直し、温室効果ガスの削減を
推進します。

これからの市の取り組み
　寒河江市は、清流寒河江川が流れ、月山、葉山を
望む、水と緑に恵まれた自然豊かなまちです。
　私たちは、この美しい自然環境と先人たちが育ん
できた歴史や文化を守り、次の世代へと継承してい
く責務があります。
　近年、地球温暖化が原因と考えられる異常気象や
災害が多発し、私たちの暮らしに深刻な影響を及ぼ
しています。豊かな自然の恵みをもたらしてきた地
球は、今、大きな危機に直面しています。
　こうした気候変動に対し、私たちは、持続可能な
脱炭素型社会の実現に向けた取組を進めていく必要
があります。
　寒河江市は、緑あふれ笑顔かがやく美しいまちを
未来の「さがえっこ」に引き継ぎ、安全・安心な暮
らしを守るため、2050年までに二酸化炭素の排出量
を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」を目指す
ことを、ここに宣言します。

寒河江市ゼロカーボンシティ宣言

脱炭素
社会

　地球温暖化対策は、事業者や市民の皆さんの協力
が不可欠です。美しいまちを未来へ残すため、ご協
力よろしくお願いします。
一人一人ができること
　エコバッグで買い物　　ごみの分別・リサイクル
　節電・節水　　　　　　食事を食べ残さない
　公共交通機関や自転車で外出　　　　　　　　等

一人一人の心掛けが大切です
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ゼロカーボンシティを目指します
美しいまちを未来の「さがえっこ」へ



生 涯 学 習 の ま ど
 

寒河江市美術館

書道家・村田研堂

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　
西
根
新
道
に
あ
る
渡
辺
孝
作
さ

ん
の
旧
宅
の
破
風
に
、
お
か
め
の

鏝
絵
（
こ
て
え
）
が
あ
る
。
明
治

12
年
、
谷
地
街
道
を
一
直
線
に
す

る
工
事
が
始
ま
っ
た
。
谷
地
街
道

は
寒
河
江
城
の
あ
っ
た
頃
か
ら
、

七
日
町
か
ら
君
田
町
を
経
て
北
へ

向
か
う
屈
曲
の
道
で
あ
っ
た
。
そ

の
工
事
を
請
け
負
っ
た
一
人
に
渡

辺
家
の
初
代
、
永
吉
が
い
た
。
永

吉
は
「
こ
の
通
り
は
人
々
の
往
来

が
多
く
な
り
茶
屋
を
出
せ
ば
必
ず

繁
盛
す
る
」
と
考
え
茶
屋
を
開
い

た
。
当
時
、
寒
河
江
川
で
採
掘
さ

れ
た
土
砂
等
は
、
荷
車
や
荷
馬
車

で
町
中
に
運
ば
れ
て
い
た
。
一
休

み
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
地
点
で
も

あ
っ
た
。
こ
の
茶
屋
の
破
風
に
縁

起
の
よ
い
お
か
め
の
鏝
絵
を
描
い

た
の
で
あ
る
。
い
つ
の
間
に
か
こ

の
茶
屋
は
「
お
か
め
茶
屋
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
鏝
絵
は
日
本
で
発
展
し
た
漆
喰

（
し
っ
く
い
）
装
飾
の
一
つ
の
技
法

で
あ
り
、
左
官
職
人
が
鏝
を
使
っ

て
漆
喰
で
仕
上
げ
て
い
く
こ
と
か

ら
つ
い
た
名
前
で
あ
る
。
江
戸
時

代
中
期
か
ら
徐
々
に
盛
ん
に
な
り
、

静
岡
県
の
名
工
・
入
江
長
八
が
鏝

絵
と
し
て
芸
術
の
域
ま
で
昇
華
さ

せ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
題
材
は

祈
り
を
込
め
、
福
を
招
く
物
語
や

花
鳥
風
月
等
が
描
か
れ
る
。

　
土
蔵
の
破
風
飾
り
に
鏝
絵
の
般

若
面
が
あ
る
の
は
留
場
の
永
源
寺

大
師
堂
と
慈
恩
寺
の
布
川
文
雄
さ

ん
の
土
蔵
。
般
若
面
は
魔
除
け
の

た
め
に
描
く
と
言
う
。

　
永
源
寺
の
大
師
堂
が
建
立
さ
れ

た
の
は
明
治
23
年
。
鏝
絵
を
描
い

た
の
は
塗
師
・
古
沢
庄
作
。
こ
の

般
若
面
に
は
牙
も
角
も
な
い
が
、

大
き
な
口
と
乱
れ
た
頭
髪
の
恐
ろ

し
い
形
相
で
あ
る
。
目
が
光
る
の

で
子
ど
も
た
ち
は
「
お
っ
か
な

い
」
と
言
っ
て
石
を
ぶ
つ
け
た
と

伝
わ
る
。

　
布
川
家
の
般
若
面
は
2
本
の
角

と
牙
、
大
き
な
目
と
口
。
ど
こ
と

な
く
ユ
ー
モ
ア
が
漂
う
。
慈
恩
寺

三
重
塔
を
建
て
た
棟
梁
・
布
川
文

五
郎
は
、
こ
の
家
の
七
代
目
に
あ

た
る
。
建
立
年
や
左
官
職
人
は
分

か
ら
な
い
と
言
う
。

　
湯
殿
山
参
詣
の
人
々
で
賑
わ
っ

た
白
岩
宿
。
当
時
を
語
る
「
旅
館

饅
頭
屋
」
の
看
板
も
鏝
絵
で
あ
っ

た
。
貴
重
な
歴
史
の
あ
る
看
板
だ

け
で
も
保
存
で
き
な
い
か
と
い
う

要
望
に
応
え
て
、
家
主
さ
ん
始
め

多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
現

在
は
長
岡
山
の
資
料
室
に
仮
保
管

さ
れ
て
い
る
。

今
に
残
る
漆
喰
装
飾
　
鏝
絵

 三泉出身の書道家・村田研堂を紹介します。
 大正９（1920）年生まれ。20歳の時に小学校の訓導
（教員）となり、同年に日中戦争の現役兵として北支那
派遣に従事。６年後に帰郷します。30歳の時、教育事
務所に勤務しながら書道を学び始めます。
 昭和34（1959）年、佐藤祐豪に師事。西村山の小学
校教員をしながら書会に参加し、作品を手掛けていま
した。全日本書道連盟会員となり、書道の普及に努め
たことなどから、平成９年
には、勲五等瑞宝章を受章。
市美術館に作品「白馬入蘆
花」が展示してありますの
で、ご鑑賞ください。

Sagae Library
さがえライブラリー

今月の1冊

図書館へ行こう！

いっちゃん会　　　　４／16㈯午後２時～２時30分
ムーミンママクラブ　４／2４㈰午前11時～11時４0分
図書館ボランティアチェリー
　 　 毎週火曜日午前10時～11時30分（祝日を除く)

おはなし室

大谷健吾作品展　　　　　　　　　　４／12㈫から
大型絵本・紙芝居展示（こども読書週間）４／26㈫から

展示ホール

ブックテーマコーナー
入学おめでとう　　　　　　　　　　４／2４㈰まで
お金！　　　　　　　　　　　　　　４／26㈫から

　
寒
河
江
市
は
「
日
本
一
さ
く
ら

ん
ぼ
の
里｣
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代

か
ら
句
会
が
盛
ん
に
開
か
れ
て
き

た
俳
句
の
都
市
（
ま
ち
）
で
す
。

　
寒
河
江
の
豊
か
な
自
然
や
文
化

を
俳
句
で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

俳
句
募
集

■
募
集
期
間
／
５
月
17
日
(火)
ま
で

■ 

応
募
条
件
／
季
題
は
「
さ
く
ら

ん
ぼ
」
ま
た
は
自
由
。
未
発
表

の
も
の
で
１
人
２
句
以
内
。
小
・

中
学
生
は
１
人
１
句
。

■ 

投
句
方
法
／
投
句
箱
（
市
立
図

書
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
慈
恩

寺
テ
ラ
ス
、
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ

　

本
市
に
は
約
１
３
０
の
子
ど
も

会
が
あ
り
ま
す
が
、
少
子
化
等
の

影
響
で
組
織
を
維
持
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
り
そ
う
な
子
ど
も
会
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
活
動
を
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、

各
子
ど
も
会
で
は
活
動
に
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
市
こ
ど
も
会
育
成

連
合
会
で
は
、
子
ど
も
会
に
関
す

る
悩
み
等
を
相
談
で
き
る
窓
口
を

設
け
ま
し
た
。
ま
ず
は
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
せ
／
市
子
ど
も
会
育
成
連

合
会
（
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎(

８
６)

５
１
１
１
へ
。

　
民
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
令

和
４
年
４
月
１
日
か
ら
成
人
年
齢

が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

が
、
本
市
は
、
成
人
式
の
名
称
を

「
は
た
ち
の
式
典
」
に
変
更
し
、
こ

れ
ま
で
同
様
に
対
象
の
方
が
20
歳

を
迎
え
た
次
の
年
度
の
８
月
に
開

催
し
ま
す
。
申
し
込
み
方
法
等
の

詳
細
は
、
６
月
頃
に
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
期
日
／
８
月
1４
日
(日)

■
会
場
／
市
民
文
化
会
館

■ 

対
象
／
平
成
13
年
４
月
２
日
～

平
成
1４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

第
51
回
さ
く
ら
ん
ぼ
の
都
市（
ま
ち
）さ
が
え

全
国
俳
句
大
会

令
和
４
年
度 

は
た
ち
の
式
典

１１日㈪・２５日㈪❹月の休館日

上：永源寺の般若面のこて絵
左下：おかめのこて絵
右下：布川家の般若面のこて絵

　この絵本では、農家の人と田んぼの生き物たち
との対話を通して、生き物の視点から、田んぼと
いう環境への理解を深めていきます。四季の田ん
ぼの仕事、田んぼに生きる動植物、田んぼの成り
立ちと水の巡り、田んぼと地域・文化などを通し
て、身近な自然環境が農家の仕事によって保たれ
ていることが分かります。

田んぼの四季
なぜ赤とんぼは人間に寄ってくるの？

宇根豊・作　　小林敏也・絵
農文協・発行

Ｇ
Ａ
Ｅ
、
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
に

設
置
）
へ
投
句
、
市
立
図
書
館

へ
郵
送
（
〒
991-

0021
寒
河
江
市
中

央
１
丁
目
７
番
1４
号
）、
フ
ァ
ッ

ク
ス(

８
６)

１
６
６
３
の
い
ず

れ
か
。

表
彰
式
・
記
念
公
演

■ 

日
時
／
６
月
26
日
(日)
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■ 
内
容
／
表
彰
、
俳
人
・
高
柳
克

弘
氏
に
よ
る
講
演
「
芭
蕉
に
学

ぶ
俳
句
の
作
り
方
」

●
問
合
せ
／
市
立
図
書
館

　
☎(

８
６)

１
６
６
２
へ
。

方
で
、
市
内
の
中
学
校
を
卒
業

ま
た
は
市
内
に
在
住
の
方

実
行
委
員
募
集

　
は
た
ち
の
式
典
の
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
式
典
の
企
画
や
運

営
、
当
日
の
受
け
付
け
な
ど
を
行

い
ま
す
。
名
称
が
変
わ
っ
て
記
念

す
べ
き
１
回
目
の
は
た
ち
の
式
典

で
す
。
仲
間
と
協
力
し
合
い
、
す

て
き
な
思
い
出
を
一
緒
に
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
ご
応
募
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

● 
問
合
せ
／
市
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
☎(

８
６)

８
２
３
１
へ
。

　冬季間休館していました市郷土館を開館
します。
● 開館日時／４月９日㈯～11月13日㈰の土・
日曜日、祝日。午前10時～午後４時

●入館料／小・中学生50円、高校生以上100円
●問合せ／市生涯学習課歴史文化係
　☎86-8231へ。

市郷土館が開館します

● 日時／毎週月曜日または水曜日（祝
日を除く)の午後６時30分～８時

●定員／各曜日10人
●受講料／月1,500円（材料代別)
●申込／市文化センター☎86-5111へ。

令和４年度勤労青少年ホーム
「生け花教室」受講生募集

現代風「大江公物語」を
市ホームページで公開中

　鎌倉幕府の政所初代別当を務めた大江広元以来、
大江氏は約４00年にわたり寒河江を治めましたが、そ
の間に多くの足跡を残しています。それを分かりや
すくイラストと文章で解説した昭和63年に発刊の「大
江公物語」を、今回、現代風の作画で書き替えまし
た。市ホームページで
公開していますので、
ぜひご覧ください。
　また、印刷したもの
を文化センター、各地
区公民館、市立図書館、
慈恩寺テラスで、閲覧
できます。詳細はお問
い合わせください。
● 問合せ／市生涯学習
課歴史文化係

　☎86-8231へ。

子
ど
も
会
の
悩
み

「
相
談
窓
口
」
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住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や

住
宅
取
得
を
支
援
し
ま
す

　
い
ず
れ
の
補
助
事
業
も
交
付
決
定
後
か
ら

契
約
・
工
事
着
手
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
工

事
は
令
和
５
年
２
月
10
日
(金)
ま
で
に
完
了
報

告
が
必
要
で
す
。
補
助
額
は
条
件
に
よ
り
異

な
り
、
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
宅
建
築
推
進
事
業

　
市
内
の
建
築
業
者
と
契
約
を
締
結
し
、
市

内
に
自
ら
居
住
す
る
住
宅
を
新
築
、
ま
た
は

住
宅
等
を
増
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
経
費
に

対
し
補
助
し
ま
す
。

■ 

対
象
工
事
／
住
宅
の
新
築
、
車
庫
・
物
置

等
の
新
設
、
外
構
を
除
い
た
住
宅
の
内
外

装
や
水
回
り
等
の
リ
フ
ォ
ー
ム　

子
育
て
定
住
住
宅
建
築
事
業

　
子
育
て
世
代
や
市
外
か
ら
市
内
に
定
住
す

る
方
が
住
宅
を
建
築
・
購
入
す
る
経
費
等
に

対
し
補
助
し
ま
す
。

■ 

対
象
工
事
／
住
宅
の
新
築
、
建
売
住
宅
購

入
、
中
古
住
宅
購
入
、
移
住
の
際
の
実
家

の
リ
フ
ォ
ー
ム
等

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

寒
河
江
の
さ
く
ら
10
景
観
賞

　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
市
内
の
桜
が
き
れ
い
な

場
所
10
カ
所
を
巡
り
ま
す
。

●
日
時
／
４
月
22
日
(金)
午
前
９
時
～
正
午

●
定
員
／
市
内
在
住
の
方
20
人

●
参
加
費
／
２
５
０
円
（
施
設
使
用
料
を
含
む
）

●
そ
の
他
／
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
送
迎
あ
り

● 

申
込
／
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎(

８
７
）

１
３
２
８
へ
。

消
防
設
備
士
試
験

（
甲
・
乙
種
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
先
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
期
日
／
５
月
21
日
(土)

●
会
場
／
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

●
願
書
設
置
場
所
／
西
村
山
消
防
本
部
ほ
か

● 

申
込
／
電
子
申
請
は
４
月
11
日
(月)
ま
で
、

書
面
申
請
は
４
月
1４
日
(木)
ま
で
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

　
☎
０
２
３(

６
３
１)

０
７
６
１
へ
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
甲
・
乙
・
丙
種
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
先
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
期
日
／
５
月
28
日
(土)

●
会
場
／
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

●
願
書
設
置
場
所
／
西
村
山
消
防
本
部
ほ
か

● 

申
込
／
電
子
申
請
は
４
月
11
日
(月)
ま
で
、

書
面
申
請
は
４
月
1４
日
(木)
ま
で
消
防
試
験

●
申
込
／
市
建
設
管
理
課
建
築
住
宅
係

　
☎(

８
５)

１
６
２
７
へ
。

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
支
援
！

地
域
づ
く
り
応
援
事
業

　
市
内
で
地
域
づ
く
り
活
動
や
地
域
貢
献
活

動
を
実
施
す
る
町
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
地
域
の

団
体
を
対
象
と
し
た
地
域
づ
く
り
応
援
事
業

を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
地
区
公
民
館
設
置
の

募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

事
業
期
間
／
交
付
決
定
日
（
５
月
下
旬
予

定
）
～
令
和
５
年
３
月
末

● 
補
助
率
／[

地
域
課
題
解
決
事
業
］
５
分
の

４
、[

元
気
創
造
事
業
］
５
分
の
３
、[

地

域
よ
ろ
ず
応
援
事
業
］
10
分
の
10
な
ど

● 

申
込
／
４
月
25
日
(月)
ま
で
市
企
画
創
成
課

政
策
調
整
係
☎(
８
５)

１
４
１
３
へ
。

市
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会

委
員
を
公
募

　
地
域
づ
く
り
応
援
事
業
の
審
査
等
を
行
う

委
員
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

●
公
募
数
／
１
人
（
応
募
多
数
の
際
は
抽
選
）

● 

応
募
資
格
／
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
で

18
歳
以
上
の
方
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
任
期
／
２
年

● 

応
募
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
４
月
15
日
(金)
午
後
５
時
ま
で
市
企
画

創
成
課
へ
郵
送
（
〒
991-

8601
寒
河
江
市
中
央

一
丁
目
９
番
４5
号)

、
フ
ァ
ッ
ク
ス(

８
６)

７
２
２
０
、
電
子
メ
ー
ルseisaku@city.

研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

　
☎
０
２
３(

６
３
１)

０
７
６
１
へ
。

借
金
返
済
に
関
す
る
相
談
窓
口

　
借
金
返
済
で
お
困
り
の
方
の
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談
員
が
借
金
の
状
況

等
を
お
伺
い
し
、
必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
等

の
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。
相
談
内
容
に

関
す
る
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
。

● 

受
付
／
月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分

●
相
談
／
山
形
財
務
事
務
所

　
☎
０
２
３(

６
４
１)

５
２
０
１
へ
。

遺
言
・
相
続
に
関
す
る

無
料
電
話
法
律
相
談

　
４
月
15
日
の
「
遺
言
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、

遺
言
や
相
続
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た

め
に
無
料
の
電
話
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
／
４
月
15
日
(金)
午
前
10
時
～
午
後
４
時

● 

相
談
／
県
弁
護
士
会
特
設
電
話
☎
０
２
３

(

６
６
６)

３
０
５
３
へ
。

や
ま
が
た
縁
結
び
た
い

結
婚
相
談
会

　
結
婚
に
関
す
る
不
安
や
お
悩
み
を
お
持
ち

の
方
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
仲
人
活
動
を
行

う
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」
に
よ
る
個
別

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
者
に
ふ
さ

わ
し
い
お
相
手
探
し
に
努
め
、
お
見
合
い
を

sagae.yamagata.jp

、
電
子
申
請
、
持
参

の
い
ず
れ
か
。

●
問
合
せ
／
市
企
画
創
成
課
政
策
調
整
係

　
☎(

８
５)

１
４
１
３
へ
。

農
業
関
係
の
補
助
事
業
者
募
集

　
補
助
対
象
条
件
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

申
し
込
み
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

さ
く
ら
ん
ぼ
作
業
負
担
軽
減
安
全
確
保
事
業

　
サ
ク
ラ
ン
ボ
作
業
用
の
高
所
作
業
機
、
乗

用
草
刈
り
機
、
ロ
ボ
ッ
ト
草
刈
り
機
、
選
果

機
、
電
動
剪
定
（
せ
ん
て
い
）
は
さ
み
の
購

入
を
支
援
し
ま
す
。

有
害
鳥
獣
被
害
軽
減
モ
デ
ル
事
業

　
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
か
ら
農

作
物
を
守
る
電
気
柵
の
購
入
を
支
援
し
ま
す
。

ぶ
ど
う
産
地
育
成
支
援
事
業

　
ブ
ド
ウ
の
新
規
作
付
け
や
規
模
拡
大
を
行

う
生
産
者
を
支
援
し
ま
す
。
ブ
ド
ウ
の
生
産

継
続
に
必
要
な
資
材
の
購
入
を
支
援
し
ま
す
。

紅
秀
峰
の
里
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業

　
紅
秀
峰
ま
た
は
山
形
Ｃ　
号
へ
の
改
植
用

サ
ク
ラ
ン
ボ
苗
木
の
購
入
、
紅
秀
峰
園
地
へ

の
雨
よ
け
施
設
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

● 

申
込
／
市
農
林
課
農
業
振
興
係
☎(

８
５)

１
７
５
３
へ
。

交
通
災
害
共
済
事
業
廃
止
後
の

見
舞
金
請
求

　
交
通
災
害
共
済
事
業
は
、
令
和
４
年
３
月

31
日
を
も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
令
和

４
年
３
月
31
日
ま
で
に
発
生
し
た
事
故
に
つ

設
定
し
、
結
婚
を
応
援
し
ま
す
。
ご
本
人
が

出
席
で
き
な
い
場
合
は
ご
家
族
の
相
談
も
受

け
付
け
ま
す
。

● 

日
時
／
４
月
10
日
(日)
・
17
日
(日)
・
2４
日
(日)

の
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

●
会
場
／
文
翔
館
（
山
形
市
）

● 

定
員
／
結
婚
を
希
望
す
る
方
ま
た
は
そ
の

ご
家
族
、
各
回
８
組

● 

内
容
／
婚
活
の
仕
方
、
お
見
合
い
相
手
の

紹
介
等
の
個
別
相
談
（
１
組
４5
分
程
度
）

● 

申
込
／
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
、
や
ま
が

た
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

３(

６
８
７)

１
９
７
２
へ
。

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ま
が
た

参
加
者
募
集

　
障
が
い
者
が
日
ご
ろ
培
っ
た
技
能
を
競
い

合
う
こ
と
で
職
業
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
雇
用
の
促
進
を
図
る
た
め
の
県
障
害

者
技
能
競
技
大
会
「
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
ま

が
た
」
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
資
格
な
ど
、

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

開
催
日
時
／
７
月
６
日
(水)
午
前
９
時
15
分

～
午
後
３
時

●
会
場
／
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

● 

申
込
方
法
／
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
４
月
15
日
(金)
～
５
月
13
日
(金)
に

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇

用
支
援
機
構
山
形
支
部
へ
郵
送
（
〒
990-

2161

山
形
市
大
字
漆
山
１
９
５
４
番
地
）、
フ
ァ

ッ
ク
ス
０
２
３(

６
８
７)

５
７
３
３
、
電

子
メ
ー
ルyamagata-kosyo@jeed.go.jp

、

持
参
の
い
ず
れ
か
。

● 

問
合
せ
／
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

お
知

ら
せ

 

い
て
は
、
従
来
の
と
お
り
見
舞
金
の
請
求
を

受
け
付
け
ま
す
が
、
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と

請
求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

請
求
権
者
／
交
通
事
故
に
遭
っ
た
日
に
交

通
災
害
共
済
に
加
入
し
て
い
た
方

● 

請
求
期
間
／
対
象
と
な
る
事
故
が
発
生
し

た
日
か
ら
１
年
以
内
。
た
だ
し
、
治
療
期

間
等
に
応
じ
て
請
求
期
間
が
延
長
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
市
民
生
活
課
生
活
安
全
係

　
☎(

８
５)

１
８
７
６
へ
。

保
健
師
個
別
育
児
相
談

● 

日
時
／
４
月
15
日
(金)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
内
容
／
乳
幼
児
の
発
達
、
育
児
全
般

●
持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳

● 

問
合
せ
／
市
子
育
て
推
進
課
す
く
す
く
健

康
係
☎(

８
５)

０
９
１
６
へ
。

助
産
師
に
よ
る
母
乳
ミ
ル
ク

個
別
相
談
室

● 

日
時
／
４
月
15
日
(金)
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

● 

内
容
／
母
乳
や
育
児
用
ミ
ル
ク
の
あ
げ
方
、

お
っ
ぱ
い
の
お
手
入
れ
等

●
持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳

● 

問
合
せ
／
市
子
育
て
推
進
課
す
く
す
く
健

康
係
☎(

８
５)

０
９
１
６
へ
。

求
職
者
支
援
機
構
山
形
支
部

　
☎
０
２
３(

６
７
４)

９
５
６
７
へ
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
勉
強
会
（
入
門
編
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
す
る
疑
問
を
解
決
す
る
勉
強

会
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
先

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

● 

日
時
／
４
月
23
日
(土)
午
後
２
時
30
分
～
４

時
30
分

● 

会
場
／
山
形
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

(

霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
22
階
）

● 

定
員
／
会
場
参
加
10
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
10
人

● 

申
込
／
４
月
19
日
(火)
ま
で
山
形
市
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３(

６
４
７)

２

２
６
０
へ
。

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
山

形
支
部
の
保
険
料
率
が
、
令
和
４
年
３
月
分

（
４
月
納
付
分
）
以
降
、
現
行
の
10
・
03
パ
ー

セ
ン
ト
か
ら
９
・
99
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。
介
護
保
険
料
率
に
つ
い
て
も
、

現
行
の
１
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
１
・
6４
パ

ー
セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。
引
き
続

き
、
健
康
診
断
や
特
定
保
健
指
導
な
ど
疾
病

予
防
等
へ
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

● 

問
合
せ
／
全
国
健
康
保
険
協
会
山
形
支
部

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ
☎
０
２
３(

６
２
９)

７
２
２
６
へ
。

新型コロナウイルスの影響により、
掲載の催しなどが中止・変更になる
場合があります。
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SAGAE CITY INFORMATION お知らせ

４月の行事予定

※�市長相談の日時が、３月20日号７ページの掲載内容から４月28
日㈭午前９時～11時に変更なりました。

■次号の市報４月20日号は、４月20日㈬に発行します。

■あげます／自転車、学習イス
■ 譲ります（有償）／自転車、男子学生服（県立東
桜学館)

■譲って／補助輪付き自転車（女児用)
●問合せ／市市民生活課地球温暖化対策室
　☎85-191４へ。

　問い合わせいただいた方に、各提供者等の連絡
先をお伝えしますので、直接交渉してください。
■あげます／紙オムツ、茶だんす、飾り棚、本棚、
　�テーブル（和室用)、和だんす、洋服だんす、パ

イプハンガー（シングル)、鏡台、スチームアイ
ロン、小型洗濯機、キッチンカウンター

■ 譲ります（有償）／介護用ベッド（電動式)、パ
イプハンガー（ダブル)、オイルヒーター、電気
ストーブ、サイクロン式掃除機、電動シニアカー

■譲って／猫飼養用品

ふれあいゆずりあいコーナー
（３月28日現在）

＝子育てゆずりあいコーナー＝

5 ㈫

6 ㈬ ３歳６カ月児健診

7 ㈭ 市立保育所入所式／狂犬病予防注射／健康相談

8 ㈮ 市立小学校・中学校入学式

9 ㈯

10 ㈰ 休日当番医（あびこ耳鼻咽喉科クリニック)／証明
書交付窓口開庁（午前)

11 ㈪ 市立図書館休館日

12 ㈫ こころの健康相談／南部・柴橋・西部地区公民館
休館日

13 ㈬ １歳６カ月児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

14 ㈭ ゆめはーと寒河江「おはなし会｣／法律相談／狂犬
病予防注射／健康相談／市民浴場休場日

15 ㈮ 保健師個別育児相談／助産師による母乳ミルク個
別相談

16 ㈯

17 ㈰ 狂犬病予防注射／休日当番医（大原医院)／証明書
交付窓口開庁（午前)／ハートフルセンター休館日

18 ㈪

19 ㈫

20 ㈬
ゆめはーと寒河江「４月生まれのお誕生会｣／市ド
ック／９～10カ月児健診／フローラ・ＳＡＧＡＥ
休館日

21 ㈭ 一般相談・登記相談・行政相談／狂犬病予防注射／
健康相談／市ドック／レディース検診

22 ㈮ 市ドック／２歳６カ月児ピカピカ歯科検診

23 ㈯

24 ㈰ 休日当番医（折居内科医院)／証明書交付窓口開庁
（午前)

25 ㈪
水道料金・下水道浄化槽使用料（２月・３月分)
口座振替日／市ドック／市立図書館、市民体育館、
チェリーナさがえ休館日

26 ㈫ ゆめはーと寒河江「わくわくの日｣／市ドック／中
央公民館休館日

27 ㈬ 市ドック／レディース検診／３～４カ月児健診

28 ㈭ 市長相談／健康相談／産後リフレッシュ講座／市
ドック／レディース検診

29 ㈮ 休日当番医（国井医院)

30 ㈯

　角田商事株式会社（角田裕一代表取締役会長)
様から、金１千万円をいただきました。市では、
地域コミュニティの活性化に取り組む団体を応援
するための基金を設立し活用していきます。
　安藤博章様（仲谷地)から、桜苗木2４本を寒河
江公園さくらの丘などに植栽していただきました。
　大塚製薬株式会社仙台支店（迫上智博支店長)
様から、清涼飲料水２種類計1008本をいただきま
した。

ご寄附をいただきました

令和４年度 集団資源回収実施日程
＝学区等別に実施＝ ＝小学校ＰＴＡ別に実施＝

実施日 区　域 収集場所
４／17㈰ 寒河江小学校区 寒河江市役所

４／2４㈰  
寒河江中部小学校区 最上川ふるさと

総合公園駐車場

西根小学校区 西根小学校

６／５㈰  
白岩小学校区 白岩小学校

幸生区 幸生ふれあい友遊館

６／19㈰ 南部小学校区 グリバーさがえ
駐車場

９／４㈰    
白岩小学校区 白岩小学校

幸生区 幸生ふれあい友遊館

９／11㈰ 寒河江小学校区 寒河江市役所

10／２㈰ 南部小学校区 グリバーさがえ
駐車場

10／16㈰   
寒河江小学校区 寒河江市役所

寒河江中部小学校区 最上川ふるさと
総合公園駐車場

実施日 団体名 収集場所

５／８㈰ 三泉小ＰＴＡ ＪＡ三泉支所

５／15㈰  柴橋小ＰＴＡ 柴橋小学校・
ＪＡ柴橋支所

５／22㈰ 醍醐小ＰＴＡ 慈恩寺活性化センター

５／29㈰ 寒河江小ＰＴＡ 寒河江市役所

10／９㈰ 西根小ＰＴＡ 西根小学校

10／16㈰ 高松小ＰＴＡ 高松小学校・
ＪＡ高松支所

●回収時間／午前６時30分～８時30分
●回収品目／古紙（段ボール、
　雑誌、新聞紙類、紙パック)、
　古布類。その他の品目（び
　ん類やアルミ缶等)を独自
　で回収する団体もあります
　ので、詳細についてはお問
　い合わせください。
● 問合せ／市市民生活課地球温暖化対策室
☎85-191４へ。

　春季火災予防運動が４月９日㈯～22日㈮の1４日間、県下一斉に実施されます。
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普及を図り、
火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者の発生を防止するとともに、財産の損失を防ぐ
ことを目的とするものです。

春季火災予防運動
防火標語「おうち時間　家族で点検　火の始末」

◆４つの習慣
○寝たばこは、絶対にしない、させない。
○ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
○こんろを使うときは火のそばを離れない。
○コンセントはほこりを清掃し、使わない電源プラグは抜く。
◆６つの対策
○住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
○ストーブやこんろ等は安全装置のついた機器を使用する。
○火災の拡大を防ぐため、部屋を整理整頓し、寝具や衣類、カーテン等
　は、防炎品を使用する。
○火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置する。
○�お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し備
えておく。

○防火防災訓練への参加や戸別訪問など、地域ぐるみの防火対策を行う。

住宅防火 いのちを守る 10のポイント
＝４つの習慣・６つの対策＝

●問合せ／西村山広域行政事務組合消防本部予防課☎86-2571へ。

　火災で亡くなる方の多く
は、逃げ遅れによるもので
す。大切な家族の命を守る
ため、住宅用火災警報器の
設置をお願いします。
◆設置が必要な場所
○寝室
○階段
※台所にもお薦めします。

住宅用火災警報器の
設置・維持管理を！

５月の行事予定
1 ㈰ 休日当番医（国井クリニック)／証明書交

付窓口開庁（午前)

2 ㈪
法律相談／市ドック／結核検診／水道料
金・下水道浄化槽使用料（２月・３月分)
納期限

3 ㈫ 休日当番医（平野医院)

4 ㈬ 休日当番医（三浦医院)

5 ㈭ 休日当番医（山﨑医院)

6 ㈮ レディース検診／結核検診

7 ㈯

8 ㈰
寒河江フラワーロード・花いっぱいまち
づくり推進事業植栽／休日当番医（熊坂
整形外科医院)／証明書交付窓口開庁（午前)

9 ㈪ 結核検診／市立図書館休館日

10 ㈫ 市ドック

11 ㈬ 結核検診／フローラ・ＳＡＧＡＥ休館日

12 ㈭ 健康相談／市ドック／市民浴場休場日
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市
立
し
ば
は
し
保
育
所
は
、
昭
和

52
年
に
開
所
し
、
平
成
26
年
か
ら
指

定
管
理
者
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
隣
地
に
新
し
く
開
園
し
た

民
間
の
認
定
こ
ど
も
園
に
役
目
を
引

き
継
ぎ
、
前
年
度
を
も
っ
て
そ
の
歴

史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
最
後
と
な
る
４5
回
目
の
修
了
式
が
、

３
月
19
日
、
同
保
育
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
修
了
児
27
人
の
門
出
を
、
保

護
者
と
職
員
が
祝
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
保
育

所
長
か
ら
修
了
証
を
受
け
取
り
、
保

護
者
に
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

保
護
者
は
目
を
潤
ま
せ
な
が
ら
、
そ

の
成
長
し
た
姿
を
う
れ
し
そ
う
に
見

守
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は

元
気
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
で
、
思
い
出

が
詰
ま
っ
た
保
育
所
を
巣
立
っ
て
い

き
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙

す
ぽ
っ
と
チ
ャ
ン
ネ
ル

市
民
レ
ポ
ー
タ
ー 

さ
く
ら
ん
ぼ
特
派
員

Twitterでも特派員が情報配信中　https://twitter.com/sagae_tokuhain

　大人にとっては厄介物である雪の季

節も、やっと終わりました。保育所の

子たちは田んぼの上で最後の雪遊びを

楽しんでいました。小さかった子もい

ずれは成長し巣立っていきます。楽し

かったふるさとの思い出をいつまでも

覚えていてほしいです。� （北條幸子)

　今年は大雪でいろいろ心配なことがありましたが、特に心配したのは越井坂のアカマツ。老木には大変な試練の雪でしたが、地域の皆さんに守られ手当てを受けて頑張っていました。これからは暖かな季節。木々や人々の新しい門出を迎える春です。（佐藤真由美)

ご利用ください！
市公式アプリ
寒河江ぽけっとナビ

Twitter
市公式アカウント

■
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

　
こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

市
報

さ
が

え
　

2022．4．5　
N

o.1789

■
発
行
／
寒
河
江
市
企
画
創
成
課
広
報
広
聴
係

　
〒
991-

8601　
寒
河
江
市
中
央
１
丁
目
９
番
45
号

☎（
８
５
）１
４
３
１

FAX（
８
６
）７
２
２
０

　先日、寒河江八幡宮にお宮参りに行ったところ、入り口のすてきなおひな様に目を奪われました。寒河江八幡宮の職員の皆さんが、一つ一つ丁寧に手作りされたものだそうです。手先の器用さの素晴らしいこと！�心がほっこりしました。� （木村優子)

　白鳥が編隊を組み、月山を越えて行

く美しい姿を目にしました。春の足音

と共に４千キロメートル先の北の大地

を目指すそうです。前向きに突き進ん

でいく力強さと仲間との絆を強く感じ、

無事を願うとともに感動を与えてくれ

たことに感謝です。� (酒井由美子)

さがえの旬 な情報、
ご覧ください！ 寒河江市

ホームページ

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感じた市内の観光やグルメ、
日常の風景などを自ら取材し、地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。
　皆さんの所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。


